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飛鳥藤原宮跡発掘調査部

飛μi也遺跡の発抑制査によって，ガラスおよび漆工・金工等に|刻する工房が発見され多数の

逃物が出土した。これらの逃物については，理化学的分析と保存科学的処理が求められており，

)llri次その作業をi止めていく予定でいる。出土造物の中でもガラス工房関連の造物は，原料ヨミ材，

士11桶および叢，ガラス小玉鋳型などで，古代におけるガラス製作技法を解明するうえでもi'i・11l

なデータを提供するもので，今回はその一部について行った，材質・技法の復元研究について

報告しておく。

ガラス工房関連の遺物

1.ガラスの主原料と考えられるものに鉛鉱石および石英がある。鉛鉱石は方鉛鉱で顕微鏡制

祭からIXITIII鉛鉱および「小idの黄銅鉱，黄鉄鉱を伴うものであることが=I:IJ明した。石英はペグマ

タイト中のもので，比較的広範聞に分布しており，たやすく採集可能なものである。以上の事は，

この遺跡ではカレ ットからでなく 主原料を用いて原料から鉛ガラスの製造をおこなっていた事

笑を示す。(鉛鉱石および鉛ガラスの鉛同位体iJllJ定により. 日本産と確認された。)

2.ガラス刈楠内壁に践存するガラスは，緑色系，赤禍色系，黄褐色系の色調でいずれも鉛ガ

ラスである。酸化鉛 [PbO]含有訟は45ー70%前後で二階化珪素[Si02]含有企は45-25%前

後である。ぱらつきが大きいのは:t1j"J向壁からの混入物や風化の程度による。鉛，珪素以外に検

出した元素は着色斉IJとしての銅，鉄マンガンで，他にアルカリおよびアルカリ土m元素がある。
3 . ガラス対I.~品に残存する白色物質(銀化しているものも含める)の成分は主として炭酸鉛

[PbC03]でいずれも PbC03含有訟は70%以上で， Si02含有益は25%以下である。透明なガラ

ス本体に比べて二酸化政素は減少し，酸化鉛の量が見かけ上増加している。

4. ガラス土It楠には，ガラスとその風化物である炭酸鉛以外に黒色粒状物質の付着するものが

ある。これは，硫化鉛 [PbS] (方鉛鉱)であり，黒色粒状物質の分析他は PbSが50-70%，

Si02は45-25%前後であり，このうち Si02は石英によってもたらされたものである。以上の窃

実は，この黒色粒状物質は溶融前のガラス原料素材である可能性を示すものである。正倉院文

書「造物所作物帳」から復元される方法では黒鉛から鉛丹・ (Pb304)を製造したのち鉛ガラスを

製作するものと考えられている。 一方，当遺跡:から鉛丹・は:検出していない。鉛丹が変質して硫

化鉛となった可能性は少なく，鉛丹が炭酸鉛(白色物質)になったならば石英粒も伴うはずで

ある。また，当遺跡からは金属鉛片も出土しており，ガラス対|楠の日記者1¥に残存した可能性があ

るが，いずれにしても，これらの関係については今後実験的に再現する必要もある。

5.ガラス小玉の鋳型と考えられていた 1つには，孔の中心部分の紺|孔に径約0.8mmの灰緑色の

ガラス片が残存していた。分析の結果，鉛ガラスではなく，ソーダ石灰系のガラスである可能

性がある。いずれにしてもガラス小玉の鋳型であることが科学的に証明できた。当遺跡ではソー
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ダ訂以ガラスの製造がなされていたのかは不IYJであるが.少なくとも))11"1:していたことは中尖

である。

6，赤色系ガラスrl-'より，釦l似切Jl'J¥を発比した。従オとから赤色系および緑色系ガラスのず}(立方IJ

としては剣イオンの存:(1:がft'{Ci，とされている。この剣イオンの供給物質としては文献!と李|などか

ら制鉱石であるイL1鉱石(.I'j)t.性炭般剣)が考えられていたが， 今回の発見により凶鋼板の昨)'，'

もしくは.あ!iびた3トl似(11=""を利用 した可iiEtl:も光分に与ーえられるようになった。

7，ガラス:1:11摘の)Jfi土の鉱物品ILJ主から，111')刈が加熱されたj鼠!立を.f!fi定した。これは，jll')前の製

作H・I-に受けた然によるものか，ガラス浴WI，U:SのilllU立かは純定できないが.少なく ともIDI'l火illlU立

を知る手がかりになる。分析のがi栄.鉱物組成としては，石英.ムライ ト.クリストパライ ト

で)1台土に含まれている長石却は光全に浴成してガラス化していることが観察できた。以上のこ

とからガラス士It.111，¥は少なくとも1，100度以上に加熱され.またこの位肢のililditには光分耐えられ

るように製作されたものであったと考えられる。$nガラスの製造にはこの4目立のi加支部抗と長

|昨川の山jft環境が必弘:ーであったと1m定する。

金属製品

当地跡から出土した金以製品は鉄，剣製品および、鍛::tl:製品でありl順次分析調査を進めている。

なかでも特記すべきは.剣一叙合??伝の造物がよLつかったことである。これは正確には化合物と

いうより不均一な出合物と行って良く ，1∞μ111径のマ ッピング分析では似合手.J:; I ~: は90-30%

で 1CIll碇Jitの純11lIでみればおおよそ60%ïìíif去を示す。 また~]合平f:11tは微少f;fi峨の分析では 7-

68%で 1CIll程度の純I!~でみればおおよそ40%前後であり . 微少飢域ではかなり不均一な物質で

ある。分析他から考え仰るに叙蝋の浴接持の可能性がある。ちなみに. ;} I~μマ'j:問北方に位 ii'i:し，

7世紀中頃と考えられる水務遺跡;11'，土の小剣色:のjJ!樹iU'i]¥分は銀合平1・td:は55-70%，~]合平.r:I:~は

45-30%前後である。これは.古代の金工技術のW(oIYJにはきわめてR裂な発見である。
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